
令和３年度 第１回 朝霞市総合教育会議 次第 

 

 

日時 令和３年４月２８日（水）   

午前１０時から      

場所 市役所別館５階 ５０１会議室 

 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議題 

 

（１）朝霞市教育大綱の策定及び今後のスケジュールについて 

        

（２）その他 

   報告事項 

    ・ＧＩＧＡスクールについて 

・少人数学級について 

    ・成人式について 

  

 ４ 閉会 
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朝霞市教育大綱の策定方針（案） 

 

１ 大綱策定の趣旨 

平成２７（２０１５）年４月１日に地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一

部を改正する法律（以下、「改正地教行法」という。）が施行され、地方公共団体の長

は教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱を定めることが、努力義務

として求められた。 

本市では、平成２８（２０１６）年に朝霞市教育大綱を策定し、これまで令和２  

（２０２０）年度末までの５年間にわたり、大綱で定めた基本理念や基本方針に基づ

いて、教育行政を推進してきた。引き続き、地域の実情に応じ、教育、学術及び文化

の振興を図っていくため、令和３（２０２１）年度から令和７（２０２５）年度を期

間とする朝霞市教育大綱を策定する。 

 

２ 策定内容 

教育基本法第１７条第１項に規定する基本的な方針を参酌するとともに、地域の実

情に応じた教育、学術及び文化の振興に関する基本理念や基本方針等についてまとめ、

総合的な施策の大綱を定める。 

 

３ 大綱の期間 

大綱の期間は、第５次朝霞市総合計画後期基本計画及び第２期朝霞市教育振興基本

計画の計画期間と合わせ、令和３（２０２１）年度から令和７（２０２５）年度まで

の５年間とする。 

 

４ 基本的な考え方 

朝霞市教育大綱の策定に当たっては、以下の点に留意する。 

 

（１）大綱の位置付け 

大綱は、本市の総合的なまちづくりの指針として策定している第５次朝霞市総合計

画（計画期間：平成２８（２０１６）年度～令和７（２０２５）年度）のほか、本市

の教育行政を総合的かつ計画的に推進するために策定している第２期朝霞市教育振

興基本計画（計画期間：令和３（２０２１）年度～令和７（２０２５）年度）を踏ま

え、市の教育分野に係る基本理念や基本方針を定める。 

 

（２）策定体制 

朝霞市教育大綱は、改正地教行法第１条の４の規定に基づき設置した朝霞市総合教

育会議における素案の協議、調整を経て決定する。 
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（３）パブリック・コメントの実施 

朝霞市教育大綱の素案を公表し、市民の声を広く反映できるよう、意見を求める。 

 

５ 策定スケジュール 

令和３（２０２１）年度中に朝霞市教育大綱を策定する。 

 

６ その他 

本策定方針に定めるもののほか、策定に関し必要な事項は別に定める。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝霞市教育大綱（素案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年○月 

朝 霞 市 
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第１章 教育大綱について 

 

１ 大綱策定の趣旨 

平成２７（２０１５）年４月１日に地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下、

「地教行法」という。）の一部を改正する法律が施行され、地方公共団体の長は、地方公

共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱を定めることが求めら

れました。 

本市では、平成２８（２０１６）年に朝霞市教育大綱を策定し、令和２（２０２０）年

度末までの５年間にわたり、大綱で定めた基本理念や基本方針に基づいて、教育行政を

推進してきました。 

引き続き、地域の実情に応じ、教育、学術及び文化の振興を図っていくため、令和３

（２０２１）年度から令和７（２０２５）年度を期間とする朝霞市教育大綱を策定しま

す。 

 

２ 大綱の位置付け 

大綱は、本市の総合的なまちづくりの指針として策定している「第５次朝霞市総合計

画」及び本市の教育行政を総合的かつ計画的に推進するために策定している「第２期朝

霞市教育振興基本計画」と整合性を図り、市の教育分野に係る基本理念や基本方針を定

めるものとして位置付けています。 

 

３ 大綱の期間 

大綱の期間は、令和３（２０２１）年度から令和７（２０２５）年度の５年間とします。 

ただし、今後の社会情勢の変化等を踏まえ、必要に応じて朝霞市総合教育会議におけ

る協議、調整を経て見直しを行うものとします。 

 

平成（年度） 令和（年度） 

28 

(2016) 

29 

(2017) 

30 

(2018) 

1 

(2019) 

2 

(2020) 

3 

(2021) 

4 

(2022) 

5 

(2023) 

6 

(2024) 

7 

(2025) 

          

          

          

          

  

第５次朝霞市総合計画 

前期基本計画 

第１期朝霞市教育振興基本計画 

後期基本計画 

朝霞市教育大綱（平成 28 年 8 月策定） 朝霞市教育大綱 

第 2 期教育振興基本計画 
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第２章 朝霞市の現状と課題 

 

学校教育 

 １．朝霞の時代を担う人材の育成 

一人一人の児童生徒へきめ細かな指導を行うため、生徒指導や教育相談体制の整備充

実などに取り組んでいます。今日の多様化・複雑化する社会に対応して、朝霞に住み、

日々成長する子どもたちが、心豊かに生きる力を育むことができるよう学校教育の充実

が求められています。 

 

 ２．確かな学力と自立する力の育成 

未来を生きる子どもたちには社会的に自立する力が不可欠です。先行きが不透明な時

代に子どもたちが将来、社会の形成者としての役割を果たすためには、確かな学力を身

に付けるとともに基盤となる自己肯定感や規範意識をしっかりと持たせることなどが必

要です。そのためには、子どもたちが人との関わりの中で自分の価値を見出し、社会での

職業や勤労について理解し、働くことについてしっかりとした認識を持てるよう教育す

ることが求められています。 

 

３．質の高い教育を支える教育環境の整備充実 

 次代を担う子どもたちを育むためには、教職員が学び続ける存在として、個性を生か

し、能力を発揮することが大切です。教職員の資質・能力の向上に努めるととともに、心

や身体の健康保持増進、働き方改革に基づく取組を進めるなどの支援を行っています。 

 また、快適な教育環境を目指し、自校給食室の設置、老朽化した学校の改修、エアコン

の整備やＩＣＴ環境の充実、柔軟な通学区の運用などに取り組んでいます。今後、しばら

くの間、人口増が続くと推計されている中、老朽化する学校施設の長寿命化を図り、児童

生徒数の変動を見据えた、安全・安心で持続的な教育環境を確保することが求められて

います。 

 

４．学校を核とした家庭・地域との連携・協働の推進 

 核家族化や地域社会のつながりの希薄化等により子どもたちを取り巻く環境や生活様

式が大きく変化する中、子どもの頃から社会や人々と関わり多様な経験をすることが必

要です。子どもたちは地域の大人との日常的なふれあいや様々な経験を通して、地域の

構成員としての社会性などを身に付けることができます。そのためには、学校と家庭、地

域が連携・協働する双方向の関係に発展させ、地域全体で子どもの学びや育ちを支える

ことが求められています。 
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生涯学習 

 １．生涯学習活動の推進 

学び、学び合いを支える環境は整いつつありますが、今後、学びの成果の活用を支える

仕組みづくりを整えていく必要があります。 

地域コミュニティの希薄化や外国人住民の増加、価値観の多様化などが進展していま

す。これらの諸課題に対応するための学習も重要となってきています。 

 

 ２．学びを支える環境の充実 

生涯学習活動拠点としての教育施設（公民館・図書館・博物館）については、適切な老

朽化対応や社会状況に応じた環境整備を行う必要があります。 

また、利用者が安全・安心に利用でき、快適な環境の中で学習できるよう、計画的に修

繕などを進めるとともに、有効かつ効果的な施設運営を行っていく必要があります。 

人生１００年時代を見据えた生涯学習を推進していくことが求められています。この

ため、生涯学習施設には「学び」を継続的に支援する専門的な職員などの配置が必要で

す。 

 

スポーツ・レクリエーション 

 １．スポーツ・レクリエーション活動の推進 

スポーツ・レクリエーションは、健康でいきいきとした生活を送るために欠かせない

ものです。多くの市民にスポーツに親しんでいただくよう各種事業の実施に当たっては、

様々な広報媒体を活用して積極的にＰＲしていくことが必要です。 

また、公共施設以外でもスポーツ活動ができる場所を活用することなど、地域にある

資源の活用がさらに求められています。 

指導者の高齢化、人材不足が進む中、社会状況やスポーツ環境の変化に対応できる人

材が求められており、今後、新たな指導者の育成が必要です。 

 

 ２．利用しやすい施設の提供 

各施設とも老朽化が進んでいることから、安全・安心の観点からも、計画的な施設整備

が求められています。  
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地域文化 

 １．歴史や伝統の保護・活用 

地域の歴史や文化財の保護・活用を行うとともに、次世代へ適切に文化・歴史における

地域的特色を学術的に明らかにすることが必要です。 

また、学校との連携を密にして、子どもたちが郷土の歴史や文化を学ぶ機会を広げて

いく必要があります。 

 

 ２．芸術文化の振興 

市民の芸術文化活動は、伝統文化や芸術文化に関心を示す若者が少ないことや活動団

体などの高齢化が進んでいるため、次世代への伝承や育成を図ることが課題となってい

ます。市民が多様な芸術文化にふれあうことができるとともに、芸術文化活動に参加す

る機会の充実を図ることが必要です。 

 

３．地域文化によるまちづくり 

 市民が主役の朝霞市民まつり「彩夏祭」は、コミュニティ協議会加盟団体を中心とした

実行委員会が運営する仕組みが確立されています。人口の流出入が多い都心のベッドタ

ウンである本市は、ふるさと意識が希薄になりがちで、独自の文化が育ちにくい土壌で

す。今後のまちづくりにおいては、ふるさと意識を形成し、市民が地元に愛着と誇りを持

てるよう、「彩夏祭」、「黒目川花まつり」、「朝霞アートマルシェ」、「どんぶり王選手権」

などの地域イベントに代表される市民が共有できる地域独自の文化を、いかに市民の間

に根付かせていくかが課題です。 
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第３章 朝霞市教育大綱 

 

 

 

朝霞市の将来像 

 

 

 

私が 暮らしつづけたいまち 朝霞 

 

 

 

 

基本理念 

 

 
 

心豊かに 生きる力をはぐくむ 朝霞の教育 
 

 

 

 

基本方針 

 

 

 

●学校・家庭・地域・行政が連携・協働して、 

子どもたちに生きる力をはぐくみます 

 

 

●一人一人が心豊かに  

ともに学び 生きるまちを目指します 
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朝霞市の将来像    

 
 

私が 暮らしつづけたいまち 朝霞 

 

 

「私が 暮らしつづけたい」と思えるまちであるために、日々の安全・安心や、人々の

つながり、元気やうるおい・やすらぎなどを欠かさないとともに、将来にわたって暮らし

つづけるために、未来を担う子どもを育てやすいことや、私たちが暮らす環境が守られて

いることを将来像としています。 
 

 

※第５次朝霞市総合計画（平成２８（２０１６）年度～令和７（２０２５）年度）で定めた将来像です。 

 

 

基本理念   

 
 

心豊かに 生きる力をはぐくむ 朝霞の教育 

 

 

教育を取り巻く社会の動向は少子高齢化、急速な技術革新、グローバル化など、複雑で

予測困難な時代となってきています。 

これからの変化の激しい社会を生きるために「生きる力」を身に付けた、心身ともに健

やかな子どもを育み、我が国や本市の明日を担う人材を育成することは、保護者を始め、

市民の皆さんの共通の願いであると考えます。 

また、人生１００年時代をより豊かに生きるためには、生涯にわたる学びを通じて、学

びの成果を発揮し、一人一人が輝き続けられる社会の実現が求められています。 

 

 

※第２期朝霞市教育振興基本計画（令和３（２０２１）年度～令和７（２０２５）年度）で定めた基本

理念です。 
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基本方針 
 

●学校・家庭・地域・行政が連携・協働して、 

子どもたちに生きる力をはぐくみます 
 

学習指導要領において「生きる力」という理念は、子どもたちを取り巻く社会の激しい

変化に対応するためにますます重要となっています。 

「生きる力」は、豊かな心、確かな学力、健やかな体の調和のとれた育成により育まれ

るものであり、学校や家庭はもとより、地域の住民や大学・企業、行政が相互に連携し、

子どもたちを教育することが必要となります。 

このため、市民一人一人が教育に対する関わりを深め、教育に参画し、学校を核として

市民が協働して子どもたちに「生きる力」を育みます。 

 

 

●一人一人が心豊かに  

ともに学び 生きるまちを目指します 
 

人生１００年時代をより豊かに生きるためには、生涯にわたって学習し、学習の成果

を仕事や地域、社会の問題発見・解決につなげていくことが大切となります。 

自ら学び、人に学び、学びを伝え、その教えを生かしながら豊かな社会をつくること

は、その人の人生を豊かにすると同時に、家族や友人、仲間そして地域の豊かさにつな

がり、コミュニティづくりや異世代間の交流などへと展開していきます。そこには、人

づくりによる元気なまちづくりの姿があります。 

市民一人一人が心豊かな暮らしを送り、地域の中でともに学び、ともに生きる、生涯

学習社会の実現を目指します。 

 

※第２期朝霞市教育振興基本計画（令和３（２０２１）年度～令和７（２０２５）年度）で定めた基本

方針です。 
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 学校教育   

 

子どもに豊かな心と健やかな体を育むとともに、主体的・対話的で深

い学びにより確かな学力と自立する力を身に付け、質の高い教育を支

える教育環境が充実したまちを目指します。 

また、学校･家庭･地域が相互に連携･協働し、地域全体の教育力が向

上しているまちを目指します。 

 

生涯学習 

 

市民の学習ニーズに応えた学習、文化活動など、学習情報の提供や活

動を通して「いつでも」、「どこでも」、「誰でも」、生涯にわたって行う

「学び」を支え、「学び」の成果を生かすことのできるまちを目指しま

す。 

 

スポーツ・レクリエーション 

 

スポーツ・レクリエーション施設、事業が充実し、新たな指導者が育

ち、市民がいつでもどこでも気軽にスポーツ・レクリエーションに親し

めるまちを目指します。 

 

地域文化 

 

市民が芸術文化活動の成果を発表できる場と機会が確保され、様々

な芸術文化にふれあうことができるとともに、「彩夏祭」などの地域イ

ベントが市民の手で継続して開催され、次世代に地域文化が歴史や伝

統とともに継承され、郷土に対する愛着や誇りを持てるまちを目指し

ます。 

 

 
  ※第５次朝霞市総合計画後期基本計画（令和３（２０２１）年度～令和７（２０２５）年度）で定

めた目指す姿です。 

目指す姿 

















 

教育大綱策定スケジュール 

 Ｒ３．３月 Ｒ３．４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

総合計画 

後期基本計画 
策定      

 

第２期教育振興 

基本計画 
策定      

 

教育大綱 
事前 

（方針・素案）作成 

策定方針決定 

大綱（素案）決定 
 

パブリック 

コメント 

パブリック 

コメントの調整 

大綱 

決定 
開会日配布 

教育総合会議  第１回     第２回  

 

議会 ３月議会   ６月議会   ９月議会 
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成年年齢引き下げに係る成人式開催に関するアンケート結果について 

 

アンケート回収率 

高校別 生徒数 回収数 回収率 

朝霞高校 １，０１９人 ９５６枚 ９３．５% 

朝霞西高校 ９４９人 ９３７枚 ９８．７% 

合 計 １，９６８人 １，８９３枚 ９６．０% 

 

 

学年別 生徒数 回収数 回収率 

高校１年生 ６３８人 ６３０枚  ９８．７% 

高校２年生 ６２８人 ６２０枚 ９８．７% 

高校３年生 ６３０人 ５８９枚 ９３．５% 

定時制 ７２人 ５４枚 ７５．０% 

合 計 １，９６８人 １，８９３枚 ９６．０% 
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１．あなたは成人式に参加したいですか。 

  選択肢 ： 参加したい ・ 参加したくない ・ どちらでもない 

〔集計結果〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－１．参加したい→その理由は？（複数回答可） 

選択肢：①生涯に一度だけだから 

②友人に会えるから 

③保護者やお世話になった方に成長した姿を見せたいから 

〔集計結果〕 

 

 

 

 

 

 

 

 ① ② ③ 

高校１年生 389人（39.0%） 415人（41.6%） 193人（19.4%） 

高校２年生 408人（42.7%） 399人（41.7%） 149人（15.6%） 

高校３年生 380人（43.0%） 360人（41.0%） 144人（16.3%） 

定時制 13人（39.4%） 12人（36.4%） 8人（24.2%） 

合 計 1,190 人（41.5%） 1,186人（41.3%） 494人（17.2%） 

高校1年生

参加したい 

86.5% 

545人 

高校2年生

参加したい 

85.5% 

530人 

参加したくない 

3.3% 

21人 

どちらでもない 

7.5% 

64人 

高校3年生

参加したくない 

6.8% 

42人 

どちらでもない 

7.6% 

47人 

参加したい 

85.5% 

502人 

どちらでもない 

9.7% 

57人 

参加したくない 

4.8% 

28人 

定時制

参加したい 

37.0% 

20人 

どちらでもない 

42.6% 

23人 

参加したくない 

20.4% 

11人 

合 計

参加したい 

84.5% 

1,597人 

参加したくない 

53.4% 

101人 

どちらでもない 

10.2% 

192人 
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１－２．参加したくない→その理由は？（複数回答可） 

 選択肢：①参加しなくても特に支障がないから 

     ②友人等に会う機会は別にあるから 

     ③仕事や学業で忙しいと思うから 

〔集計結果〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．成年年齢が１８歳に引き下げられる年の成人式の対象は、何歳が良いですか？ 

  選択肢： ２０歳が良い ・ １８歳が良い 

〔集計結果〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① ② ③ 

高校１年生 19人（65.5%） 7人（24.1%） 3人（10.3%） 

高校２年生 38人（76.0%） 8人（16.0%） 4人（8.0%） 

高校３年生 23人（56.1%） 9人（22.0%） 9人（22.0%） 

定時制 9人（81.8%） 0人（0.0%） 2人（18.2%） 

合 計 89人（67.9%） 24人（18.3%） 18人（13.7%） 

高校1年生 高校2年生 高校3年生

定時制 合 計

１８歳 

13.1% 

82人 

２０歳 

86.9% 

545人 

２０歳 

86.8% 

533人 

１８歳 

13.2% 

81人 

２０歳 

96.1% 

562人 

１８歳 

3.9% 

23人 

２０歳 

75.5% 

40人 

１８歳 

24.5% 

13人 

２０歳 

89.4% 

1,680人 

１８歳 

10.6% 

199人 
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２－１．２０歳が良い→その理由は？（複数回答可） 

選択肢：①１８歳は受験や就職の準備と重なる時期だから 

②１８歳だと成人になった自覚が持てないから 

〔集計結果〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２．１８歳が良い→その理由は？（複数回答可） 

 選択肢：①引き下げられた成年年齢の１８歳がふさわしいから 

     ②成年年齢と成人式の対象年齢が違うと混乱するから 

     ③１８歳でも成人になったと自覚できると思うから 

〔集計結果〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① ② 

高校１年生 365人（52.7%） 328人（47.3%） 

高校２年生 346人（53.1%） 305人（46.9%） 

高校３年生 387人（55.8%） 307人（44.2%） 

定時制 12人（31.6%） 26人（68.4%） 

合 計 1,110人（53.5%） 966人（46.5%） 

 ① ② ③ 

高校１年生 17人（19.1%） 42人（47.2%） 30人（33.7%） 

高校２年生 33人（32.0%） 42人（40.8%） 28人（27.2%） 

高校３年生 7人（26.9%） 15人（57.7%） 4人（15.4%） 

定時制 6人（40.0%） 3人（20.0%） 6人（40.0%） 

合 計 63人（27.0%） 102人（43.8%） 68人（29.2%） 
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 ３．成人式はいつ開催するのが良いですか？ 

   選択肢：  成人の日  ・  成人の日以外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３－１．成人の日以外→どの時期？（複数回答可） 

   選択肢：①ゴールデンウィーク期間中 

       ②お盆の時期 

       ③１２月頃 

       ④その他 

〔集計結果〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① ② ③ ④ 

高校１年生 20人（46.5%） 2人（3.8%） 7人（16.3%） 14人（32.6%） 

高校２年生 17人（32.1%） 3人（5.7%） 13人（24.5%） 20人（37.7%） 

高校３年生 10人（45.5%） 3人（13.6%） 4人（18.2%） 5人（22.7%） 

定時制 1人（100%） 0人（0.0%） 0人（0.0%） 0人（0.0%） 

高校1年生 高校2年生 高校3年生

定時制 合 計

成人の日以外 

7.2% 

45人 

成人の日 

92.8% 

580人 

成人の日 

91.4% 

563人 

成人の日以外 

8.6% 

53人 

成人の日 

95.4% 

558人 

成人の日以外 

4.6% 

27人 

成人の日 

96.2% 

51人 

成人の日以外 

3.8% 

2人 

成人の日 

93.2% 

1,752人 

成人の日以外 

6.8% 

127人 



自治体名
20歳人口
(1月1日)

ＨＰでの
公表

対象年齢 式典の名称 備　　考

1 さいたま市 13,491人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）アンケート/市民意識調査/成人式検討委員会

2 川越市 3,741人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

3 熊谷市 1,904人 ○ 現行どおり20歳

4 川口市 6,149人 ○ 現行どおり20歳 （市長決裁済）

5 行田市 764人 ○ 現行どおり20歳 （市長決裁済）

6 秩父市 563人 ○ 現行どおり20歳 あらためて検討

7 所沢市 3,452人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

8 飯能市 816人 × 現行どおり20歳 今後検討 （今後決裁予定）

9 加須市 1,017人 ○ 現行どおり20歳 二十歳の集い （市長決裁済）

10 本庄市 805人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）／アンケート

11 東松山市 899人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

12 春日部市 2,215人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

13 狭山市 1,404人 ○ 現行どおり20歳 今後検討

14 羽生市 556人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

15 鴻巣市 1,118人 ○ 現行どおり20歳 二十歳のつどい （市長決裁済）

16 深谷市 1,428人 ○ 現行どおり20歳

17 上尾市 2,314人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

18 草加市 2,712人 ○ 現行どおり20歳 二十歳のつどい （市長決裁済）

19 越谷市 3,509人 ○ 現行どおり20歳

20 蕨市 784人 ○ 現行どおり20歳 （市長決裁済）

21 戸田市 1,562人 ○ 現行どおり20歳 （市長決裁済）

22 入間市 1,449人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

23 朝霞市 1,511人 × ━ ━

24 志木市 748人 × 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

25 和光市 873人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

26 新座市 1,592人 × 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

27 桶川市 731人 ○ 現行どおり20歳 （市長決裁済）

28 久喜市 1,364人 ○ 現行どおり20歳 社会教育委員委員長の提言

29 北本市 628人 ○ 現行どおり20歳 今後検討

30 八潮市 859人 ○ 現行どおり20歳

31 富士見市 1,176人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

32 三郷市 1,200人 ○ 現行どおり20歳 （市長決裁済）

33 蓮田市 547人 × 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）／アンケート

34 坂戸市 1,118人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

35 幸手市 463人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

36 鶴ヶ島市 714人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

37 日高市 495人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

38 吉川市 756人 ○ 現行どおり20歳

39 ふじみ野市 1,255人 ○ 現行どおり20歳 今後検討 （市長決裁済）

40 白岡市 509人 × 現行どおり20歳 二十歳のつどい （市長決裁済）

県内の各市における令和4年度（2022年度）以降の成人式対象年齢調査一覧

【注】民法改正により令和4年（2022）年4月から成年年齢が18歳に引き下げられることを受け、令和4年度（令和5年1月実施）
以降の成人式の対象年齢を検討する必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊令和3年4月現在資料


